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１１１１．．．．    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 質問応答や情報検索の研究は重要な分野であ
りその研究の一つとして選択問題を解くという
研究はこれまでにいくつか行われてきた．しかし
これまでの研究では選択肢が単語となっている
問題が扱われていた．そこで本研究では選択肢が
文章である問題を形態素の共起関係という統計
的手法を利用することにより解答することを目
的とする．共起関係の測定には相互情報量を使用
した． 
２２２２．．．．    国語教科国語教科国語教科国語教科のののの選択問題選択問題選択問題選択問題    
 本研究で扱う選択問題とは「本文」と本文につ
いて問う「問題文」，複数の「選択肢」から構成
される．解答は問題文の意図に沿った数だけ選択
肢から選択する． 
３３３３．．．．    解答解答解答解答のののの手法手法手法手法    
 複数の選択肢から解答を求める方法として本
研究では相互情報量を利用して選択肢ごとに本
文との類似度を求め，類似度の高い選択肢を解答
として出力する．また相互情報量に重みを掛ける
ことにより形態素の重要度を変えて実験を行う． 
３３３３．．．．１１１１    相互情報量相互情報量相互情報量相互情報量をををを利用利用利用利用したしたしたした計算計算計算計算 
選択肢から解答を選択する方法として相互情報
量を利用した計算を行う．選択肢に含まれる単語
を },,,{ 21 nqqqq ⋅⋅⋅= ，本文内のある段落 kに含 
まれる形態素を },,{ 21 kkTkkk mmmm ⋅⋅⋅= ，
ある段落に含まれる形態素の総数を kT と置く．
mは },,,{ 21 kmmmm ⋅⋅⋅= とする．相互情報量と
は形態素 iqと形態素 kjw の共起確率 ),( kji mqP と
それぞれの形態素が個別に出現する確率

)()( kji mPqP の比であり，式(1)で表される．また，
今回使用するコーパスは毎日新聞 1991 年データ
集である [4]． 
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 ある一つの選択肢の類似度を求める式を(2)に
示す． ijkW は相互情報量 ),( kji wqI に掛け合わせ
る重みを表す．uは一つの選択肢に含まれる形態
素の総数を，α，βは段落の範囲を示す変数であ
る．(2)は選択肢の全ての形態素と，本文の段落を
単位とした一定の範囲に含まれる形態素との相
互情報量を全て加算し，平均を出力する．重み ijkW
については３．２で記述する． 
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３３３３．．．．２２２２    重重重重みみみみ付付付付けけけけ    
式(3)で掛けている重み ijkW の決定方法として

IDF値を利用する方法，品詞を限定する方法，段
落間の距離による重み付けの方法を使用する． 

IDF 法の式を(3)に示す．N をコーパスに含ま
れている総文書数とする．IDF法により求めた値
を重みとすることにより，重要ではない出現頻度

の多い形態素を含む場合の値を小さくすること

ができる． 

　
が出現する文書数と
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                                       …(3) 
 品詞を限定する方法は，共起関係を測定する品
詞を限定して選択肢の類似度を測定する．助詞や
助動詞のように出現頻度の高い品詞は他の品詞
に比べて値が非常に大きくなると考えられる．そ
のため他の品詞同士の相互情報量が反映されに
くい．相互情報量を求める際に除いた品詞を含む
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場合，重み ijkW を 0として掛ける．IDF値を掛け
合わせる方法と違う点は IDF 値を重みとする場
合，頻出する形態素の共起頻度は小さな値となる
が，この方法ではすべて 0となる． 
 段落間の距離による重み付けは，問題文で問わ
れている部分を含む段落から，段落を単位とした
距離により一定の重みを相互情報量に掛ける方
法である．図１に例を示す．重みの値は段落単位
となり，形態素には依存しない．設問部分に近い
形態素ほど設問部分の近い形態素ほど重要であ
るため共起関係が高いと考えた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図１ 段落間の距離による重みつけの例 
 
４４４４．．．．    実験実験実験実験結果結果結果結果とととと考察考察考察考察 
 本研究の実験結果と考察を以下に示す．形態素
解析は[3]を使用した．本稿で示す結果は，本文に
含まれるすべての単語と共起関係を測定した場
合( 方法１とする )と，段落間の距離による重み
付けを行った場合( 方法 2 とする )の結果である．
段落の重みは問題文で問われている部分を 1とし，
段落間の距離が 1増えるごとに重みを 0.2減算し
ている．実験に用いた国語問題は，センター試験
国語Ⅰ・Ⅱの問題である [2]．問題の例を以下に
表１として示す．問題数 100題に対して行ったシ
ステムの実験結果を表２に示す． 
 
表１ 選択肢の部分の例 
①人間の主観と客観の混合した直観の世界が、再
び主観と客観に区分されること。 
②我々が熱中のあまりわれを忘れた状態から目
覚め、冷酷な自分を取り戻すこと。 

③私の意識が、意識するものと意識されるものに
分裂し、知る働きが現れてくること。 
④人間の意識の根源にある世界が、見る私と見ら
れる対象の世界に分離すること。 

 

 
 
 
 
 
表２ 実験結果 
 問題数 正解数 精度 
方法 1 100 27 27% 
方法 2 100 29 29% 
 
 選択肢の数は五つであるため精度はランダム
に解答を選択する場合よりはよい精度となった．
しかし方法１と方法２において精度にそれほど
大きな差が現れなかった．その理由として，形態
素の出現頻度を見ると「の」や「は」などの助詞
や助動詞，句読点などを含んだ場合の共起関係の
値が大きくなっており，助詞や助動詞を含まない
形態素同士の共起頻度が小さくなっていた．出現
頻度の多い形態素を含む共起頻度の影響が大き
いため，段落間の距離による重みを掛けても共起
頻度の差に影響がなかったためであると考えら
れる．これより IDF値を重みとして掛けた場合と
特定の品詞を除いて測定を行う場合は精度がよ
いと考えられる． 
５５５５．．．．    おわりにおわりにおわりにおわりに 
 本研究では共起関係を利用して国語問題を解
答した．結果は形態素の共起関係のみを用いたこ
とを考えるとよい結果であった． 
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⑤私と私でないものの世界が、明確に分かれて意
識の世界に顕在化すること。 
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